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1 •特にを意しでいただきたいことほミのために必ずも巧りください) 



wm 


そく怠巧] 


まが禁让， 


嗦含油時消义 

給油は、必す消义してから巧つでください。 
义がのおそれびあります。 


り由漏れ確認 

油タンク-ゴム製送油管-接含部および機器などからの巧';由漏れがないこと 
を確認の上ご使巧ください。巧油が漏れでいると义炎のおそれびあります。 


、継。 


3ム勘送’进實. 




〇 


>カーテン、可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのをおブけないでください。 

义災が凳をするおそれがあります。可燃物との離隔蹈離については標準据 
え巧け図例 （1 7ぺージ）を参照しでください。 



0 


么ま意 ( CAUTION ) 


♦ご自身での据付け-移設工事の厳禁 

お客さまご自身による工事は危 〇 

険です。据巧け工事は販売おやが^が 乂—\ 

専門業割こご依頼ください 。 iX j 
。卜-ブを移設させる 111115 / 
場をち同じです。） ^ 


•定期点検の実施 

定期のじをに1回程度）に点検- 
整備を受けでください。点検を受け 
すじ長期間使巧し鏡けると、故障や 
事巧の原因になり危おです。点検， 
整備はお買い〉でめの販売店や資を者 
のいる店に巧顯しでください。 


曠 


0 


♦給排気筒トツプには金網などは付けない 

給が気筒トツプには、をよけのためのを網などは巧けないでください。給排気の抑ブになり、冥 
常燃焼を起こし排ガスが室のに漏れる巧能性があり危険です。 


♦給排気筒トップ閱そく危険 

積雪かろいとさには、給が気筒トツプの周りび雪で/るさ力呼 I ていないことを確認しでください。 
/みさかす I ているときは、踪雪してください。また、板などによる[雪囲い」は給排気の巧げに 
なるのでおやめください。閱そくしでしぶと運輯中に排ガスが室巧にちれで、危換でず。 


ホ含排気筒（管、ホース）外れ危険 

給が気茵（管、ホース）力、‘外れ ゾ 

たまま使巧しないでください 。 pui rv 1 
がれていると運お中に排ガスび^ V N / 
き巧にちれて、を挨です。 


♦スプレー吿厳禁 

スプレー左や力它ットこんろ巧ボン 
ぺなどを温風のをたるところに放置 
しないでください。熱で宝の圧力び 
上がり、爆発して危换です。 


猶 


•巧類の乾燥厳禁 

巧類などの乾燥には使巧しない 
でくださし、な類び落下して义 
びつき、义災の原因になります。 


参カソ U ン厳禁 

ガソリンなど揮お性の高い油は、 
絶巧に使用しないで < ださい。 
乂災の原因になりまず。 



WARNING ) 


絵表/示の例 A 

為 

\j»aotNEry 


么記号はを意を促す内容カタあることを告げるをのです。 

図の中に具体的なを意の容(左図の場さは一艘的なを意)が描かれでいます。 

の記畳は禁止の行為であることを告げるをのです。 

図の中や巧傍に具体的な禁止内容(左図の場ちはガソリン禁止)が描かれでいます。 


€ 〇記音は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンじントから抜いてください）か’描かれでいます。 
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1 •特に注慧しでいただきたいこと（ををのために必ずおな0 ください) 


么ミ主意 ( CAimON ) 



•異常時使用禁止 

巧一異常を感じたとさは、使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 _ 


•高温部接触禁止 

燃焼かや消义直後は、高温部、給排気筒、給が気筒トップ、悴上部にまな 

どふれないでください。やけどのおそれびあります。__ 


♦やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接独によってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれびあります。 


参初めてお使いになるときの;王意 

巧めでお使いになるときは、耐熱塗料などか*焼き巧くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓を 
あけで部屋の換気を巧ってください。また、ル鳥やル動物などに影響する場さ力す害えられますので、 
この間は部屋に入れないでください。 _ __ 


♦分解修理の禁止 

巧障、破損したら、使巧しないで<ださい。 

不完をな修理は、危険です。 __ 


•腰をかけたり、物をのせないで 

機器のとにのったり、腰をかけたりしないでください。機器の巧障や、やけどのおそれびあります。機器 
の上に巧びんやかを入れたちのなどを置かないでください。化び力、かると漏電や故障のおそれびあります。 


參改造伊用の巧 I ヒ 

改造しで使巧しないでください。また、ストーブや給排気筒には床暖房巧の熱交換器などを取り付 
けないでください。义災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 


•電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。また、電源プラグ- 
を巧くときは、 コードを持って引さ抜かないでください。义災や感電の原因になります。_ 


♦電源プラグは確実に差しこむ Hi 

電源プラグはコンたントに根元まで確実に差しこんでください。 JM 

また、傷んだプラグやゆるんだコンたントは使巧しないでください。义災の原因 難《み 

になります。めれた手での抜き差しはしないでください。感電の原因になります。_ ノノ _ 


♦長期間使用しないとをは電源プラグを抜く 

長期間使巧しないときスは保管するときは、必ず電源プラグをコンたントから抜いでください。 

义災やず想しない事故の原因になります。 ___ 


♦電源プラグのお手入れをずる 

ときどきは電源プラグを巧き、ほこり及びを属物を陈去しでください。 

ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり义がの原因になります。 _ 


•な油の保當 

の巧は、义気、雨か、ごみ、高湿および直射曰がを避けた場所に保管しでください。ガソリンなど 
と一緒に保管しないでください。誤つて使巧すると異常燃焼や义災のおそれか’あります。 


•変質な油禁止 

変質'な巧（ちれた'なミ由、水の混じっている I 灯ミ巧など）を使巧しないでください。 

異常燃焼のおそれびあります。 _ _ 


•給排気筒付ぶの可燃物近接禁止 

給排気筒トップのおくに、 I なミ由や巧燃物など引义のおそれのあるちの 
を置かないでください。义災のおそれびありまず。 _^ 


参指や棒を入れないで 

給排気简トップに指や棒などを入れないでください。 
クガや乂災の原因になります。 


〇 




m 
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〇 
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1 •特にを意しでし、ただきたいことほきのために必ずむ守りくださし、) 


お願い （NOT に E ) 

♦機器を廃棄ずるとをの注意 

ストーブを廃棄処分するとさは、定巧面器のな;巧を 
抜さとっでください。 （12 ページ） 

な;巧を入ったまま廃棄するとリサイクルの隱に思わ 
め事故になるおそれがあります。 

参丈了油の廃棄 

巧巧の廃棄処分は、'灯巧をお買い求めになった販売 
店にご相談ください。 


2 •使用する場所 


ストーブを安をに使巧するためには、場所の還定か乂巧です。 



ま全に使用するために 


0 


•マントル ピース な 
どには据え巧けな 
いでください。 



0 


•標高 tn 000 m を越える高地では 
使巧しないでください。 

(を気の濃度び薄いため、燃焼 
に必要な空気び不足します。） 


効果的に使用ずるために 


■ 


•ち気の入つでくるち巧、側えば窓側などに置くと、冷気力《ストーブで暖められで対流し 
ますので、効果的です。 

♦部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を也りがけましよラ。 


スわ^ブの前面に廣害物があると、部屋の遍度にむらができるばかりでなく、ふく射熱によってスト-ブ本位の温度び上昇しで危際でを 

—觸累所變磯ま意瞒効果のに使巧レ綺だ.却、。：：,： 



外観図 






























3 •各部の名称 



■オープンポケットの開閉 

參才ーブンポケットを軽く押し込むと、ゆっくり出できます。操作後軽く巧しちどずと□ツクしで止まります。 
;揉作するとさながは、問じてご使用 < ださい。） 


■操作音についで 

♦操作ボタンを巧すとピッと音か’します。 
•誤操巧をするとピツ音び2回します。 


ミ:/ :-時計蜀節スイツチおだ 

f 時な合せ J …現在時刻をさねせるときに 
f 時肝るせ J の■にします。 
r タイマーさせ J …タイマーじツト時刻を合 
わせるとき r タイマーさせ J ffia にしまず。 

r 通を J …現を時刻やタイマーじツト時刻を 
をわせたら、遇おを巧中は、 r 適窜 J におず 
ちどしでください。 


時ボタン 


時刻の r 時 J を 
さわせるとぎに 
巧います。 


分ボタン 


時刻の[か J をさねせる 
とまに巧います。 

時が調節スイッチの巧置 
によ0、1回の巧しのを 
み方か異なります。 

r 民計させ J …1せすつ 
巧ねりまず。 

r タイマーさせ J …5せ 
すつをね0ます。 


义力就曲!ツマ互を f 自 IBJ にさわせると、イン/ X — 
ター燃巧となり、室遇と投定為度の定にのじで、 
白動的に义力がを化します。 



圃窗国 



寺動义力調節 
微かル中 大 

• iimi •■■■■■■•■■■■ル 



I 


タイマーたツトボタン ：_ 


タイ7—法巧 

* あスイッチを r 入 J にし、タイマーじットボタンを巧ずことにより、タイマー表あび点な、 
時刻表示にタイマーじット時刻びが続しで表示され、タイマー運ちび開をされます • 
(タイマー表おび点なしなければタイマー運おは閲坦ちれません。） 

忆ット持刻になると、タイマー表巧ランプがおなし現を時到びまをされで白動的に運をが班 
おされまず。 

I タイマー運をの醉除 

タイマー违お中にをラー度、タイマー忆ットボタンを巧すとタイマー涅起ヴ解おされます。 


織お節口紙 

义力巧おつまみを r 巧か J か 
ら[大 J の間で動*)、し义力を 
リニアに寺お巧苗しまず， 

父力お節つまみを r 自画 J に 
ちわせると ルームサー モによ 
る白動巧を（室温設定ボタン 
で室温を設定)胃びでぎます。_ 

室温設定ボタン 


-义力調歷つまみち r 自 
mi にずると ルームサ 
ーモによる室温設定 
[29 〜15で、 10'C (F 
な菌定 ）） びでぎます。 
- r 茵め J …設定温度を 
1ですつ上昇 
-[粗め J …設运温度を 
1ですつほ下 


じーブ運乾ボタン 


• 1回巧すと忆ーブ運お。 
室温び設定温度よ 0- 定 
温度上昇ずると消次し、 
一を温度低下すると自動 
的に点火動巧に入ります， 
• 再度巧すと、たーブ逢起 
は昭陈されまず， 



































































4 •使用前の準備 



燃料は必すな巧 （ J 旧1号な'ぶ）を使巧しで<ださい。 

♦ 松警告 I ガソリンなど揮発性の高い油は、义災の原困になりまずので絶対に使苗しないでく 
ださい。 


I [2!^ 注意 I 変質口油、巧れたなミ由、水の混じっている灯油などは、絶巧に使巧しないでください。 
10；!^ 主意 I 巧;'由は、必す义気*雨水*ごみ*高温及び、直射曰光を避けた場所に保管しでください。 


(§) 



■給巧の隙の手順とま意 



給油器具 

給ミ由□ふた 

巧油バルブ 
水 グージ 
水巧ぎバルブ 


•送;巧バルブを閱じで給油□ふたをはすし巿販の給油器具で口'油を給油しでください。 
ミを量計の針び r 満」をさしたら給ミ由をやめでください。 

♦給油□ふたを必すちとどおりに締めでください。 

♦給'油の際に、か、ごみなどを入れないよラ特にま意しでください。 


■給油□ぶたは、確実に締めでください。 

■こぼれたな油はよくふきとつでください。 

■燃料がれのを意と空気抜きの巧法 

なタンクを空にしないよラにを意しで<ださい。 

ミをタンクを一旦空にしますと、送油経路巧に空気か‘たまり、正萬に送油びできなくなることびあります。このよラな場 
さには次の順唐で空気巧さをしでください。 

1. 巧タンクに給油します。 

2. ストーブのゴム管□から、ゴム製送油管をはずします。 

3. ゴム製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめでからゴム製送巧管をちとど 
おりにストーブに取り巧けます。（'ぶか’こぼれないよラに容器を巧意しでください。） 



運範開始前の準備と確認 


■安全装置のたット、取扱上のを意 



定油面器の たット 

ネリめて使巧すると含や、シーズンネリめには、ストーブち側面のみ巧の中に指を入れ、定ミ由面器 
リじットボタン（ホを）を軽く巧し下(ブでください。 

( 参リセットボタンは据巧け時や、シーズンネリめに操がします。定巧面器に強い衝撃をちえ 
I たり異常びあゥたときががは、特に操作する必要はありません。 

巧一点义操作を4〜5分しでち着义しなかったり、着义後2〜3分で消义しでしまう場 
!含は、リセットボクンを紐してぐださい。 

I (安をおがはすれ、巧油がスムーズに流れます。) 

i ♦12 と^注意 I りたット巧タンを規す際は、スぺーサをはずして巧さないでください。 
i また、 5秒な主:押し続けたり、何回を巧レでは t りなだきし暴に取り扱わないでくださし、。 
定油面器より巧びお風れおた轉、潇义を省の異煮燃焼の扉頃となる場含がおりまず。 


■送油経路の油をれの確認 

♦ミをタンクや送油管の接合部などから油ちれがないかどラか確認しでください。 





























4 •使用前の準備 


運區スイッチを押す 


' 運捉ランプなな 
• 設定室温表示点の 
• か巧ち流出 
• 燃巧巧送風機まわる 


• 設定室温と部屋のが 
巧に脑じた火力にな 

_ I ※予備燃焼を、しばらくの間、义力は大きくなります。 



■電気配線の確認 

♦仪を意 I 耍源プラグをコンたントに巧の根元まで確実に差しをんでください。 

•電源コードび給が気筒などの高温部にふれるおそれのないことを確認してください。 

忆'ミ を意 1 巧源プラグ•コードの発熱*発义を抵ぐために… 

•電源は必す適正配線された単相 100 V コンじントを使巧しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使巧•他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 


.使用方法（使い方） 

運馬開始 (点义) 


•オープンポケット内の义力調節つまみで「自動運転 J と r ま動運転 J び設定できます。 

ご希望の運乾ちをでご使用ください。 

("点义順唐 ） 

■义力調節 r 白動運短 J の場含 

♦义力調節つまみを「自動 J に合わせてください。設定室温と部屋の状況に応じ 
た义力で燃焼します。 

•時計合せは8ページ r 現を時刻の調節ち法 J を参照して巧つでください。 


1 . 時刻表示力巧見巧時刻を表示しでいることを確認しでください。 

2. 運転スイツチを巧して r 入 J にしでください。 

運輯ランプか’点のし、自動的に;欠のよラに運転（示備燃焼•本燃焼）します。 
(义力調節 r ま動」（微か〜大）の場合は設定室温の表示はありません。） 




■义力調節 r 寺動運乾 j の場含 

♦才ーブンポクット巧の义力調節つまみを「微か J から「大 J の間のごお望の位置に合わせでください。 

表示部の設定室温表示カタ肖え、そ備燃焼か’終了すると义力調節つまみの設定义力で燃焼します。ただし、予備燃焼後、 
約4分間は最大义力になりません。 

, •運おスイッチを r 入 J にした時、運廣ランプが局灯せすにタイマー表をランプび 
； 点巧ずる場さは、タイマー運転となりますので、クイ々心をタト巧タシを巧して ' 
タイマー運起を解除しでください。 

参燃焼かに運転スイッチを巧しで r 消义」にしたり、タイマーたットボタンを巧す 
などしで約3砂な上通電を止めますと白動消义し、燃焼室か’おがしでからでない 
と再点义できません。 



字動义力調節 
锅[かル中 大 

00 : 




——同時一ーチ橘版焼--本燃お— 

is - CP 動運捉 Y 










オープンポケット巧の义力調節つまみを I ■自動 J に合わせると、ルームサーモによる自動運転となり、設定室温に自動 
調節されまず。 

表示部に設定室温 （24 で）び表示されますのでなのよラに調節しでください。 

一一實及•室温設定ボタン「高め J を巧ずたびに1で上昇します。 

原 (上限29で） 

/ン A 室温設定^\\\\ A り拓か I ホ巧すわ r ぞ ir 1 F ； でまでは1でザつてが n 1r でか。はいまれ ninr 


りまめ J を押すたびに15でまでは1でずつ下びり、15でからはいきなり10で 
( F 点設定）となります。 

10で設定の場さはたーブ運乾表示ランプが点巧し、じーブ運転となります。 


HHi 謂転到 

i . がぶ'.;な,，巧，巧 

义力調節 r 自動」運転時に、微か义力でを室温か’設定室温より上昇する場合、設定室温より約3で上昇すると自動のに 
消乂し、設定室温まで下びると点义動たに入ります。これをくり返すことによりむだな部屋のあたため過ぎを防ぎます。 
广 入/の I •胃ミ晶設ザタン(こ cfcc 蒂望の胃温設をを、じーフ運质ボタンを»して<ださい。 

t ーブ運乾表示ランプか’点巧し、たーブ運捉となりまず。 

た-ブ1 \ぐ八^ •たーブ運睹ボタンを再度巧すことによりたーブ運転表示ランプが消え、它ーブ運 

\ 転辭除となります。 

\ /室温設定10で （ F 点設定）で使用中、設定室温を15でな上に上げるとた一^ 

\ブ運転表示ランプが消え、き動的に解陈されます。 ) 


■ 


ジ(ブ3調節（ま動—調節一ま動運まが 


■ 


室温設定による自動運起の化に、义力調節つまみによる字動义力調節か’巧能です。巧のよラにしてください。 

f fiiiii 面11レナ！併 i m •义力調節つまみを「微か」から f 大 J の間のご希望の位置に合わせでください。 

21^^-*- 表示部の設定室温表示び消えで义力調節つまみの設定义力で燃焼します。 


自動 手動义力調節 

微かル中 大 

1[ HIIIII* 111111•■11111* 

,_00 


■炎のが態 

ストーブの据巧けや給排気筒の設置条件で、炎はをか変化します。 


♦おのが態は、青い炎のやにいくらかの黄色い炎（ホ义）び混じつでを異常ではありません。; / ; 

争がび片燃えなどをする場をは、,火力調節つまみをス曼ずドさせで、炎め片燃えのないように調節してください。 



運乾停止（消义) 


消义順原 


■入.切 1 



運乾スイツチをがしで「胡 J にしでください。 

運起ランプび消巧します。 

燃焼室か‘巧却すると自動のに燃焼巧送風機か’停止し、時刻表示ながのすべでのラン 



ブが消なしまず。 

I ♦ Izl \ 注意 12回な上まをあけるなどち時間使巧しないなさは、巧板び完1 
;きに巧比しでから巧帝プラ鄉爲なセツおおるあいでぐださがをみ a ぶ藻 i 
♦外出のときは、必す運弦を停止义消火)でじでくだ会む。：咕':‘ 、己で; 
#達お停止緩、渝焼室び治却（ラシブ類か熱な）す S ま、では電源プラヴをおがな； 
がで<ださし、。’‘ちしおきますど、巧ラス円筒びくも〇たり、ストーブの表商温！ 
をがと异します。 パ巧;' 蓄て：蹲':'品で.巧.:を縣を讀觀.が. 


消义後、再点义ずるとさの注意 


■ 


参燃焼中に誤つで電源プラグを抜いたり、運転スイッチを「の J にすると、再点义まを装置の働きで、ス I ブび巧却 
されるまで再点义でさません。 

ただし瞬間的な消义操が（約3妙な巧）の場さは、そのまま燃焼び継続されます。 

参停電時には、必す運輯スイッチを「の J にしでください。 















1. 才ーブンポケット巧の時計調節スイッチを「時計合せ J にします。 

はじめで使巧するとぎや、電源プラグを長時間抜いたとさは、時刻表示は0:00を 
表示しまず。 

2. 時計調節の f 時」 • r 分 J ボタンを巧して現在時刻を合わせます。 


f 時計 

1 

• タイマー 

時計^ 
させも 

|巧苗|[^ 

勒 

タイマ- 

心 


例：午前6時15分に合わせる場さ 


時 C 


〇分 

- - 

)、 




時計•タイマー 


午前 


B：ori 


時 C 3 


が ‘ 


1 阳 

一 


時計•タイマー 


午前 


B 


の r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 


③ r 分 J ボタンを巧しで"午前6 :1 5" にします< 


時計*タイ7— 


時計 


通常 


タイマ- 




3. 1 必ず時計調節スイッチを「'通常 J 位置にもどしでください。 

'•叔ず持計寵葡 S イ ' v 芋が下搔畜 r たを与をむ寒ちをを福認じを < おさ抗 


タイ7—の使用方法 


■運捉時刻のさわせ方 

1. 才ーブンポケット巧の時計調節スイッチを r タイマーさせ J にします。 

2. 時計調節の「時 J •「分 J ボタンを押しでタイマー点义時刻をさねせます。「分 J は 
5分ごとに動ぎます。 


時計-タイマー 



例：午前6時30分にさわせる場合 


時 C 


〇分 

r 

hi 



時計•タイ7— 


午前 

b 

• 

暑 

[13 


時〇 


占分 ‘ 

5 

im 



時計•タイマー 


午前 

•弓 

• 

• 

3 0 


① r 時 J ボタンを巧しで"午前6 : 00"にします。 ⑤ r 分 J ボタンを巧して"午前6 : 30" にします。 

これでタイマーじツト時刻び記憶されました。 

3. 必す時計調節スイッチを（■通常」位置にちどしてください。これで時翊表示には現巧 
時刻び表示されます。 


時計-タイマー 


時計 

合せ 


通常 



、タイト I 
) させ 


運起 


■タイ7—運輯方を 

1. 運転スイッチを巧しで！■入」にしでください。（燃焼中の場さはそのままでず。） 

2. 運おするときのご覆望の室温又は、义力にさねせでください。 

3. タイ 7— t ットボタンを巧してください。 

時刻表示にタイ 7— じット時刻か‘表示され、タイマー表示ランプカず点口し、タイ7— 
運起に入ります。 

(このとき、燃焼巧送風機が、10分間運転しますび異常ではありません。） 
♦タイマーじット時刻になるまでは、時刻表示にタイマーたット時刻か A 表示され続けま 
ず。 

参運おかにタイマーじットボタンを巧すと、ス I ブは自動消义し、運転を厚止します。 
•女イマー運樹ま、運転スイッチび r 入 J になつでし V ないと運おび開始されません。 

•おでかけのときのタイマー点火は避けでください。 


*乂 •の 

t 

巧 




c 

タイマ f 


ジト 

ノノ 


8 








5 .使用方法（使い方) 


タイ7—の使巧方る 


■タイマー運质の解除 



時計，タイマー 



◎タイマー 


•タイマーじットボタンを巧します。タイマー表示ランプが消巧し、時刻表示に現な時刻 
び表示され、タイマー運転び辭除されます。 

♦このままであれば自動的に運乾を開始します。運起を停止ずる場合は、運転スイッチち 
「切 J にしで<ださい。 


■タイマーじツト時刻-現在時刻の確認 

①時計調節スイッチを r 時計合せ J 及は「タイマーさせ J にさわせます。 



現を時刻の確認 



タイマーをット時刻の確認 


⑤現在時刻又は、タイマーじット時刻か’時刻表示に表示されます。 

⑤確認を、時計調節スイッチは、必す「通常」位置にちどしでください。 



卜ーナに油をためでしまったとぎ 


♦ポット巧に'ぶか了こまった場含、このまま点乂操たをすると異常燃焼したり、点义不良となります。ボ□巧などでポッ 
卜巧の'油を吸いとっでください。 （12 ぺージ r ポットバーナの掃陈」を参照。）ポットバーナに;ぶか T こまったことに 
気付カス f いで点乂したときは、ポットにたまった油カタ燃えつきるまで《が大きくなっで燃焼します。 

このよラなときは、すぐ運転スイッチを「巧 J にし、たまった油が'燃えつきるまでそのままお待ちください。このと 
き電源コードのプラグは巧かないでください。 


♦この場を、ガラス円筒がすすけることびあります。ストーブが冷却しでから燃焼筒ふた、スクルトンをはすしでガラ 
ス円筒を掃除しでください。 （13 ページ「ガラス円筒の部の掃除」参照。） 


モニター サインについで 


ストーブにトラブルが発生すると、トラブル箇所び設定室温表示に記音表示（モニターサイン）されます。 

この場合記音表示の巧容を、ス I ブ左側面に巧刷されたモニターサインー覧表、または14ページ「故障•異常の見分 
けちと処置方法」をご覧のラえ、必要な処置をしでください。 


使用上の注意 


本書の「特にを意しでいただきたいこと（安をのために必すお守りくださいりの他に、巧の項目についでちを意しでく 
ださい。 

参上面巧ードは、地震などにより巧燃物び落下したときなどに义災を防止するためのちのです。やむをえず取りはす 
した場合は、必すちとのが態に取り巧けでおいでください。 

参クリーニング店、美容院などの化挙薬記を使ラところや温室、飼育室など、動植物の育成栽培に使巧しないでくだ 
さい。 

•雷び発生したとき、雷（誘導雷）により一時的な週電圧か’かかつでち、過電氏荫止装置び機器を保護するしくみに 
なつでいますび、大きな雷（直撃雷など）の場合は、電子部品を損傷するおそれびありますので、電源プラグをコ 
ンじントから抜いでください。 













6 •まを装置 


巧震自動消义装置 


地震（震度約5な上）や強い振動、衝撃を受けた場合、 
自動のに消义します。 

モニター サイン E 3 表示 


地震によって作動した場合、周囲の巧燃物、ストーブの 
損傷、油ちれ、給が気筒のはすれなど異萬びないことを 
確認しでから再度点义操作をしでください。 


点义安を装置 


異常燃焼を防止ずるため、点义ヒータおよび燃焼馬送風機に逼電される前に、な巧び流出しない構造になっています。 


停電安全装置 


厚電や電源プラグカ*なけたときは自動的に消义します。 
(1 秒な下の停電の場合は燃焼継続） 


通電後設定室温表示にモニターサイン E 7 び表おされま 
す。 

- E 7 の場合で再運転するとぎは、時計などのたツトを 
しで力^ら、運転スイツチを再度「入 J にしでください。 


•その他の装置 


再点义安全装置 


消义直を、ストーフ’がちがしないラちに再点义操巧をしてを、燃焼室の温度び一旦冷却しでからでないと燃焼しないよラ 
になつでいます。 


不着义検出装置 


着乂不良のため、点乂操作を約20分経過してち巧替サー 不着义の原因を取り除き（ポットバーナ巧に;'あびたまつ 

モスタットびのり替わらない場含は、運転を停止します。 た場合は取り隙さ）点义操作をしてください。 

モニターサイン E 2表示 


排気管おけ検知装置 


排気营の接続部びはすれたときや、排気管抜けお巧巧 
リード線か 1ますれたり、掛線したとさには、安を装置 
び作動し、モニターサイン E 5 び点灯し消なします。 
排気管抜け横巧装置び作動している場合は、モニター 
サイン E 5が点'なし点义できません。 

排気管抜け横巧装置にたよらす、給排気筒や延長管を 
ちに1度は点検してください。 


原因を調べ、処置後点义操巧をしでください。 



排気管抜け検巧巧 U — ド線のゆるみまたは、はすれ‘ 
のれびないか確認しでください。 


燃繞用送風機異常検出装置 


燃焼巧送風機の回起数び異常に低下ずるとス I ブの 
運おを停止します。 

モニター サイン EA 表示 


• 異常お下の原因を取り陈いでから点义操がをしでく 

ドホし、 

• なおち異常力ぐある場合はお買いぶめの販売店にご巧 
談ください。 


安をサー S スタ 


ス I フ’の上面及び側面が囲われでいるとさや、スト 
ーブの前面に障害物などびあって、ブリント配線板部 
温度か73でな上に上易すると、自動のに消义します。 
モニターサイン EO 表示 


•過昇原因を取り輸いでから点义操たをしでくださ 
い。 

• なおち異常びある場さはお買い求めの販売店にご巧 
談< ださい。 





























8 •曰常の点検•寺入れ 


■定巧面器のストレーナの 掃陈（適時） G お買い求めのお売胤こ臟してください 。^ 

♦定巧面器には、ごみを陈くためのストレーナびついでいます。 

ごみか’たまると、巧ミ巧の流れを妨げで、十分な义力び出なくなります。 

なのよラに掃除しでください。 



スト レーナ 



比めねじ 


巧^ 


1. 油タンクの送;巧バルブを閱じでください。 

2. ストレーナの掃除□に荷ホしなどの厚紙を差し么んで、巧ガイドを作り、その下に容器を 
置いでストレーナの止めねじをゆるめてはすしでください。 

定巧面器の巧れたな巧やごみか’を部流れ出ます。 

3. ストレーナを取り出しで、きれいなの巧の中ですずぎ洗いをしでください。（水で洗わな 
いでください。） 


r 組み立でるときは^ ‘ ———つ 

♦ストレ - r ナブムバッキンを忘れめようにしでくださし V •; 

:鲁ストレーずを逆に入れないでください。また、巧位置が、がむを橫たをるように 取た! 


り側才てください。 

参ストレーナの止めねじを、固く締め付けてください。 
_が®もれがないが確認してください。 



■冷卸用送風機の掃餘（適時) 


•巧が用送風機フアンにごみやほこりがたまると、送風力か’弱くなり、音び大きくなってくることびあります。このよ 
ラなとさには、ちが巧送風機フアンのほこりを取り除いでください。 

参ストーブ後側のち却巧送風機フアンフイルターをはずし、ブラシなどで静かにほこりを取り陈いでください。 

•掃除終了を、フアンフイルターは、蚁ずをとどおりに取り巧けでください。 


■おが话送風機のフアンフイ ルター の掃お (適時) 



参フアンフイルターびごみやほこりで目ブまりすると、送風力が弱くなり排気温度上昇の原因に 
なります。〔過昇防止装置（安をサーモスタット）の衝さで運乾び停止する場さか‘あります。） 
巧の藍領でストーフ桌面のフアンフイルターの掃除を巧つでください。 

1 . 左図の矢巧のよラにフアンフイルターに力を加えなびら引き出し、ス I ブ裏面から取りは 
すしてください。 

2. ブラシなどフ イ ルタ ーの ほこりを取り除いでください。 

3. 掃除か’終わりましたら、ちとどおりに取り巧けでください。 


■ポットバーナの掃お （適時） ( お買いすめの販売店に依頼しでください。 ) 

巧なは、ストーブを消义させ巧かをがしでから、巧って<ださい。 

おいが態で巧ラとやけどのおそれびあります。 

参ポットバーナにすすがついで炎のおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスがたまりずぎで着义び 
おそくなつたときは、巧のよラにしてずすをおり炼いでください。 



1 . 上面ガードをはすしで4本のねじをはすし、燃焼筒ふた巧えを取つでください。 

2. 燃焼筒ふたをはずしでください。 

3. スケルトンは中ふたに取り巧いでいまず。スケルトンを方ラス円商に当でない 
よラにして、取りはすしでください。 

4. 燃焼リングをまねしで取り出してください。 

5. ポットバーナ底部の下部整炎筒を取り出しでください。 


6. 点义ヒータ、点义しんをいためないように、ポットバーナ巧部のすすをドライ 
バーなどでかき落としてから、巧などでふきとつでください。 







8 •曰常の点検•寺入れ 


点検•ま入れの必雲項目、時期、方巧 


ボツトパーナ 


窗 


、スクルトン脚 
、スブルトン 

'燃焼リンブ 
/下部整な离 


7. 組なでの際、燃焼リング及び、下部整炎简は、左図のよクに正しく確実に取り 
1すけてください。 



参ポット—ナ、燃焼リングを損傷したまま使巧しますと、燃焼び悪くなります。ドライバーなどでつついでみで巧 
があしげこり、欠けた場さは新ししホのと交換しでください。 

ポットバーナの交換は、必すお買い求めの販売店に依頼しでくださし V 。 


■点义 ヒータの 点檢 (シーズン巧め） （ お買い求めの販売店に依頼 しでください。 ) 

参点义ヒータや点义しんにすすが付着しますと、ホ熱び低下したり、油の吸上げび悪くなつたりしで点义しにくくなり、 
着义不良の原因になります。 

点乂ヒータの脱着は入怠に巧ラ必要か’ありますので（燃焼用空気の気密性保持のため)、必すお買い求めの販売店に 
依頼してください。 


■反射板 • ガラス巧筒の掃徐（適時) 




参「ごを意 I 掃除は、ストーブをミ肖义させな分冷がしでから、巧って < ださい。 

熱いがおで巧ラとやけどのおそれびあります。 

参ち射板及びガラス円筒にほこりびたまりますと、お射効率び悪くなるばかりでなく危睽 
ですので、巧の要領で適時掃除をしでほこりを取り除いてください。 

1. 前面ガードをを側の固定ばね （2 個）からはすし左側にまわしてください。 

2. ガラス円筒を割らないよラに'ま意しで、掃除機などで内部のほこりをぎれいに掃除 
しでください。 

3. やわらかい巧などで、反が板及びガラス円筒をきれいにおいでください。 

4. 掃除か‘終わりましたら、ちとどおりにじツトしでください。 


♦前®ガードは、きちんと取り付けでくださし、。 



■ガラス円筒の部の掃陈 (適時 ） C お買い求めの販売店に依頼しでください。 ) 

参 I ご注意1掃除は、ストーブを消火させ巧分冷がしでから、巧ってください。 

熱いがおで巧うとやけどのおそれびあります。 

参長期間の使巧や、巧だまりによる大燃焼の後にはガラス円筒びすすけることがあります。 

巧ラス円筒がすすけでおが見えにくくなったときは、12ページ[ポットバーナの掃陈」の項にしたびい、スケルト 
ンをはすしでガラス円筒を掃除してください。 


L 拳ガラス円筒には、水をかけたり、衝おを每えたりしないよラを意してください。 

;禱達拓中にガラスび徐々にすすけた場さは、しばらくの間（約30分間）义力を大きくすることにより、すずを餘ま 
i ずることができます。 '■ ■ ■ 


■化震などの災害び発をしたとぎの点検についで 


♦地震などの災害か’発生し、ス I ブに振動や衝撃が抓わったときは、運転前に必す;欠の点検を巧っでください。 
-給が気筒まわりのはすれ、もれの確認 
-の油配管からのちれの確認 

点横で異常び見つかった場台は、お買いずめの販売店に修理を巧頼しでください。 


9.定期点検 


長期間ご使巧になりますと、ストーブの点検び必要です。 

2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに点検を実施してください。点検のご相談は、お買いあげ店または修理資格 
者〔(お）曰本若ミ巧燃焼機器保守協を （TE L 03 —3499 —2928) でおこなラ技術管理講習含修了き （6 巧機器技術管理 
±)など）のいる店までお問い合わせください。 



















10 •が障•異常の見分け方と処置方法 


■■■□□□■■□■■■■□■□■■■■■■■■□画 

田田田■■曲田■■■田 

■■■—■ 

— IM — 

■■■■■■□■□□□■■□■■■■■■■■■□口 ■ 

j — 阻 曲 ■■曲田田■田曲 
田田田田田田团田田田—田 

■■■■■■■■■■■■■■■血 ■ ■■■■■■ ■■ 

■■曲田田■田田 
—国围围■■田旧 




室温び1氏し、のに义び大きくならなし1 


着义び遅くなつた 


巧をれ力部る 


リたツトボタンがちどらない 


畢源び入らない 


镇をのな燃焼をする 


な巧のにおいびする 


音をたでで燃える 


ガラス巧筒びすすける 


黒煙を化しで燃之る 
啸从ぴ出る） 


がび大きくならなし、 


な巧びポツトの底におてこなし、 


E A (おお巧ち風搪異常檢化) 


E 0 (まきサーミスタが動） 


E 7 (厚覃) 


E 6 (ルームサーモリードもちはすれ) 


E 5 娜気营掘诚巧巧動） 


E 4 依をサーモ巧動) 


E 3 (巧涅作動) 


E 2 (点乂しない) 


E 1(をみミ肖义) 


■使用中に異常が'ありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

•原因のねからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店、またはおおくのコ□ナお客様ご相 
談窓□にご連絡ください。※設定室温表示にモニターサインカ*表示されます。 


卜 I ブを水平に調節ずる 


適正な位置に取〇付け直す 


おおつでいるちのを取り除< 


販売店に修理を依頼する 


勘定室温、時刻などをたットし再度な火操巧をする 


はすれを直す 


給が気爲接続部のかずれを直す 
ゆるみを直す 


販売店に修理を巧頼する 


販売店に修理を巧頼する 


販売店に修理を巧頼ずる 


販売店に修理をの頼する 


ちれ箇所を締め直す 


すぎまをなくす 


給が気筒を掃除する 


給排気筒の取巧けを適正にする 


ファンフィルタ—のほこりをフラシなどで提除する 


夏準通りに設置する 


謂ハル暑しきストレ-妄譬し、霧害•猫タンク靈巧< 


ri ム戳送警囊る。髮浸っでい S 霉に賽。 


点検を、再度点义操作をする 


販売店に修理を依頼する 


お節苗送風機のフアンフィルタ—を掃除する 
冷却巧を風機巧障の場さは修理を巧頼ずる 


締め直す 


正し<取〇がける 


販売店に修理を依頼する 


卜—ブび傾斜しでいる 


給排気筒トツプ先端びおおわれでいる 


お排気筒接続部びはすれでいる 

排気営巧け検知巧り—ド線端牙接続のゆるみ 


過昇防比装置(安をサ—モスタット)の作動 


ゴム製送油管締巧バンドびゆるんでいる 


電流ヒュ—スび邸れでいる 


プリント配線板の巧擦 


定油面器(電磁ポンプ)のな障 


巧ちれが友る 


お排気筒の接続部にすぎまびある 


給排気筒のつまり 


燃焼リングの取がけび悪い 


おが気筒ェ筆不適当のため逆風現象がある 


フアンフィルタ— 


給が気简の設置が塁準通りでない 


定油面器に水、ごみの目ブまり 


n ム製送お营じ空気だまりびある 


送巧バルブが閉まつでいる 


対麗自動消义装置び作動した 


点义ヒータと点火しんとの位置関係び悪い 


点义ヒータの斷線 


停電があつた (1 砂な上) - E 7 表示 


ル—ムサ—モリ—ド線びはすれている 


ル—ムサ—モ取な位置び悪い 


燃焼巧送風機の故障。端そびはすれでいる 


切替サ ー モスタットの故障 













































































•部品交換のしかた 


■部品交換のとぎの注意 

IA ミ主意1 不完をな修理、調整は危おですので、部品の交換、調整び必要の場をには、お買 
いずめのお壳店又は、修理資巧者〔(お)曰本石'油燃焼機器保守協をで巧ラ巧術管理講習を修 
了者 （5; 巧機器技術管理±)など]のいる販売店にご相談ください。 


部品交換はご D ナ純正苗5品とご指定ください。 


二，つ;•，，一-一-一-一.作：—^,— TTT — i ———- :.づ r 一.. ■ rr . 一 rvrrrrr —'.-' T-r 一ご'—〜气て*?^--：；ご一，一.-で-—，，—.、，，. 

J 購 i 誦淚腾論、11負第義喊顯靠度瓣すコ扫隶病树品が指定くださ U 

' ^ V> -- r：t ■■;■' - • •' -: » ■: ■' - '■ ■ '■■*<■ .V = < • • ^ ち ..;... ； ...... ： :. 、 ;-- て ——. こ ■ て .:— ： —.—: ： —.—;——--——' こ . 巧 .;.-."-.；;、. T ..;. ....... … ^ . 


絡弟部馬なかみ部品をご使巧になりまずと> 性能び十分に発揉されないばかりか、ストーブを損なしたり思 

, ■■■ .■■■■;■,■ ■ ■■ ;■ : -：;/ ■；■-； ■:非;....::;こ;こ； T ... 丫巧お..心.......... 


抬兔建鼓お原因になります。 

，■'な-;ぶこて;：ぶ---い/'.■お'_ジ；'' . r-V-;;-'-.---'' ..パ’..パ.： f - ； ■ ■ ■... 方.:: ... <：■.-. :. 

消耗•劣化しやすい部品（交換が'必要な部品) 


■長時間の使箱により消耗*劣化しやすい部記 
参ポッ トバーナ •点义 ヒータ 

参燃焼リング ♦スケルトン 


■変質-不純な油の使用によ0劣化しやすい部品 
♦電磁ポンプ 参定油面器 


12.保管 (長期間使巧しない場含) 


設置したままで保管される場含やしまわれるとさは、曰常の点検•ま入れの頂を参照し、次 
の要領で保管しで < ださい。 


1•電源プラグをコンたントから巧いでください。 

参 I A 注意1設置したままで保管する巧さを必ず、電源プラグは巧いでください。 

2•油タンクの巧巧はすっかりおしでください。 

参中に水分やごみを残したままにしでおきますと、油タンクか’腐食する原国になります。 


3 •定油面器の中の灯油を巧いでください。 

4•塞装部分は、しめった巧でちれを落としでから、からぶきしでください。 

5•放熱器のサビなどがあるところをペーパーで磨き r 補修用の塗料 J (別売） 
で塗装しでください。 

6•フアンフイルターのごみやほこりを取りおいでください。 

7 •巧部のごみやほこりを®り除いでください。 


薪脉鍵解傳銷强幹蝶で〈だが。 

も,. ...: ぶ.:;7；：二: n .*； こ:こ....、一'，:シ i .?... も..*....、ヴ"こ：1こ一；；;;'こ.こ.：三 ^- ri * W -* ；»； V % ■；•..' .心--;.ぐ;:.;之;::: ~f . .こ:; み : 之;。‘‘-' ..之こ.--立今、. 

|擊11*胃畫麵 Pii^p 明雲難踩1議»に保管しでください。 


♦晦巧 IF 









13 .仕様 
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ま 


待 


力 


質 屋 


巧 


■urn 

巧 


ほ 


最离 


力 


お 


最大 


最ル 


大 


方 す 


点 


種 m 


垫 


標準適室は、な団を人-曰本ガス 5' 油機器工業含の質定基準によります。 


品 


す 


再な义まを綿 • 觸流削:錦 • 舰防比装 匿‘鴻熊が雛’ g 简難け獅錦’臟雕 S 1 觀帛淵舖 • 鮮サ-ミスタ 
置台1個、遮熱お1個、給排気筒じット1組、スリーブ1個、本化固定を具2個、ゴム製ち'进管締はパンド2個 


化の装 


巧巧宜勸消义装置-点义巧を装置-厚窜まを装宙 


5 A 


流 


260でな下 


が 気 湿度 


ホ 75 mm 


給が気筒の里 a 担却のな径 


D 40 


おが気巧の顿び涅 


QU 4-3 


給が気筒の型すの呼び 


3 W 


時消資電力 


点义時 85/85 W • 最大燃焼時 27/27 W . 最ル11/1 2 W 


定格消巧 


100V 50/60HZ 


28 kg 


貢さ600 mm • 幅 748 mm • 與巧 404 mm (置台を含む) 


木造 29.5 m 2 (18 置）まで•コンクリート 46.0 m 2 (28 置）まで 


木造 29.5 m 2 (18 畳）まで•コンクリート 39.5 m 2 (24 畳）まで 


通暖地 


78.2% (目盛微かのとぎ） 


86.0% (目盛大のとき) 


1.59 kW 


ル 


6.80 kW 


7.330 kJ/h 熱効率78.2% 


を 


28,450 kJ/h 熱効率86.0% 


巧 巧 ■ 
及び熱巧)率 


0.198 L/h 


0.768 L/h 


おが消巧量 


'な巧 （ J 旧1君0泣) 


使用が 料 


電気点乂す 


ポットす*屋巧思-強制お排気形*自然巧流お 


FF -6 员 HRG (基本型或 FF -65 eR ) 



田 

白黒ホ 


の S □のの 


表示部表示部表示部表示部 


P P P 
11^部冨幽 





















































14 •アフターサービス 


■保說についで_ _ 

;•このコ日ナ S ; 巧ストーブには巧証書びついています。 

I 保証書は、必す r お買いとば曰.販売店ち j などの記入をお確かめのうえ、販売店からお受け取りください。内容! 
I をよくお読みのあと、大伽こお管しで《ださい。 i 

I •保証期間はお買い上げ曰がら1を間です。 ^ 

I 參次のよラな原因によるが障及び、事故にごきましでは、巧誦のがをになりませんのでを意してください。（詳しく i 
!は保記書をお読みください。） i 

i ■変質な油や不鈍•灯油など、またな巧ながの燃が使用によるが障や事が。 i 

i 1 誤った使巧ち斑こよる削奪や事故。 …： .. ... 


■修理を依頼されるときについで 

] — iT な S •真畜の見分け方と姐置方法」 （1 か<ージ）にしたびってお調べください。直らないときは、ご使巧を中止 
I し、必ず電源プラグを抜いでから、お買い上げの販売風こご連絡ください。 

I •ご連絡いただきたい内容は巧の通りです。 

i ①品各 @型なの呼か ⑤お買い上げ日 ④巧障のがな（あ巧るだけ具体的に） 

i 参修理に際しましでは、保証害をご提示ぐださい。保証塞の規定にしたびっで、販売店び修理させていただきます。 

I ♦巧証期間ぴ過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場をには、ご希望によりち斜で修理させでいただきます。 

!参ご不おな点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売巧または、この取扱説明害の裏表紙に記載されでいる「お 
[ 客様ご相談窓 □_! にお問い合わせください。 

I 参修理料金は、お術科-部品代-出張料などで構巧されでいます。 




■補修巧な能部品についで 

♦当なは、この製話の補修用な能部品を製造巧ち班りを、 7 年保育しでいます。 

♦補修巧性能部品とは、その製品の機能を維持ずるために必要な部品です。 

■故障.修理の際の連絡先 

参お買い上げの販売店または、この取扱説明書の養表紙に記載ざれでいる「お客様ご相談窓 aj にご連絡ください。 


巧•据そがけ-移設 

^ 据え巧け-移設工事は販売店に依頼する 


据え巧けや移設工事は販売店または、据え巧け業者に依頼し、お客様ご自身では巧ねないでください。 


据え付け場所の選定及び標準据えがけ例 


据え巧けについでは、义がず防を例、電気設備に関する按術基準など法ちの基準力《あります。工事説明書（工事編）の 
「特にま意しでいただきたいこと（まをのために必すお守りくださいりをお読みになり、販売店又は据え巧け業者とよ 
くご相談しでください。また、 r 標準据え巧け例 J についでは、下図を参照してください。 


標準据无巧け例 


♦遮熱板を取り巧けない場合は、 A ゴ法を 30cm な上にしでくださし、。 
参点検.手入れのため、巳なをを 30cm な上にしでください。 


お熱瓶 




100 OT な上 


薩麵 


1 猫 1 


Igiiif 


\ 15011 


画 


60饥な上 


纏 


握 






























巧•据无巧け•移設 


参側ち障害物は、両測にあっでちよいか’給排気筒と障害物、巧燃物との蹈離は 45 cm が上とってください。 

•前方 I こおや建物か‘ある場合は給排気筒巧端と前ち障害物との距離は 60 cm な上離し、かつ上ちおよび両側ちに気流を阻 
比する障害物がないよラにしでください。 

参給が気筒下面はが面から 20 cm な上離ずよラにしでください。なお積雪地域では、給排気筒先端び雪でふさがれるおそ 
れのない高さを確保しでください。 


■ . . ... . ■ザ - •- ■- ■■ I , , —• ■ I . . ■.一 t •一.-. • - 1 - 1, - 

♦木造の建物で壁にメタルラス張り、ワイヤラス張り、またはを廣お張りをしである場刷こお排気筒を通すときは、 
それらの金属部に接しないよラに電気的絶縁をしでください。 

参壁(こ巧をあける場さ、壁の巧部にある電気配線.ガス-水道のお管にあたらない場所を還んでください。 


給排気筒を延長する場含の注意 


参給技 f 気筒を延長する場合は、3 m 3化か’りな下で取はけられる場所を遷定しでくださし、。 


積雪地区における注意 


♦積雪のぞい地方では、積雪時に給が気筒か*雪でふさか*れないよラな取巧場所を選定してください。また、風びよどむ 
よラな場所では、排ガスを再度吸いをんで不完を燃焼を起こすことか‘あります。 


据えがけ後の確認 


据えなけが終わりましたら、ちラー度、工事説明書（工事編）の r 特にま意しでいただきたいこと（まをのために必すお巧 
りください) J をお読みになり、工事説明書に記載されでいるとおり据え巧けられているかどラかを確認しでください。 


試運輯 


試運転は販売店又は据え巧け業普とご一緒に必す巧ってください。 

■運転準備 

♦ [2 L を意 I 里源プラグをコンたントに巧の根元まで確美に差し化んでください。 
♦巧タンクに給巧し、送ミを経路の空気抜きをしでください。 

参送'巧経路やス I ブより;'由ちれがないか確認しでください。 

♦安を装置をじットしでくださし、。 

〔定油面器リたットボタンのたット） 

参タイマー運転になっていませんか。 


■運転 




1. 運輯スイツチを巧して[■入 J にしてください。 

•ストーブは点乂動作を開始すると同時に、電磁ポンプの空巧ち音（ネリ使巧時）か‘ 
数秒しまずび異萬ではありません。 

•ネリめでお使いになるときは、耐熱塗斜か’焼けで煙と真いカタでますので換気を巧っ 
でください。 

♦約9〜12分間のず備燃焼か’おわると本燃焼に切り替わりまず。 

2. 異常びなけれ肤义力調節つまみを r 微か_!〜 r 大 J に設定しでください。 

参炎のが態は、青い炎の中にいくらかの黄色い炎（ホ义）か’まじってち異常ではあ 
りません。 


■消义の寺順 



•運乾スイツチを巧しで HiOJ にしでください。 

運おランプび消なします。 

燃焼室か’ちがすると有動的に燃焼巧送風機か‘停止し、時刻表示ながのすべでのラ 
ンプび消'なします。 


垂正萬運おしない場さ肤14ぺージ f 巧障•異常の見分け方と処置方を J を参照しでください。 
•長巧間の巧管を、再び設置ずる場さち1■試運転 J のま順にしたびい、試運起を巧ってください。 










ホし喊市 e 石区平巧遇16了目南1 -1 9 

ホし幌巿白5区米里3お2了白 6-25 

面館巿西宿硬の2 1-2 

他り I 巧お他り崎1を 2 T 呂 2-5 

帯広巿西18を化1了呂 17-1 

訓巧巧巧画の 4-1 7 

が見巿美ちの 9-1-30 


泻巧 支店 
青巧サービスじンター 
が苗尝業巧 
秋西サービスたンター 
M 戸営業所 
八戸サービスたンター 
化前営棠巧 
化前サービス忆ンター 
应岡爸業巧 
盛岡サービス t ンタ ー 
化；只営業巧 

イの 台る 店 
化)台サービスじンター 
郡山営業所 
山形営業所 
圧巧尝棠所 

宮都圈支店 
鲁都閣サービス t ンター 
東京営業所 
立川営業巧 
モ累営業所 
巧浜営業所 
申！府営業所 
化関東安巧 
さいたま営業が 
富崎當業巧 
ぎ都含営業所 
太旧営業巧 
か 口 ち棠巧 
つ < ば営業巧 


青巧市ち館1了目 12-38 
菁森市ろ館1了 S 12-38 
秋田巧泉中巧4 了目 4-1 8 
秋田巿か化り I 兰卞刈 109-1 
A 戸巧売帝 4 T 曰 4- 7 
A 口巧売巧4 了目 4-7 
证前巿亞围 1-2-1 
址前巧旧园 1-2-1 
菌巧!巧門 2- V 42 
盛岡市門 2-1-42 

巧州市水巧区水巧工業団地4 了有79 

仙台巿宮城哲区0 ノ化の1 -7-32 
仙台巿宮城野区曰ノ化虹1 -7-31 
掛山巿遠田 1-51-9 
山お巧東青史 3-6 〜28 
酒迅巧錦町 1-183-1 


〒 030-0946 TEUOl 7)742-8 巧日(巧表） 
干030 0946 TEU 017)743—297 U 巧表） 
〒〇1 0-0917 TE しの1 8) 864 -5671 (巧表） 
〒〇1 0-0802 TEL (018)864-521 9(巧を） 
で 031- 0073 TEL の178に 4-5289( げ勤 
デ 031-0073 TEUOl 78)47— 6609(巧表） 
テ 036-808 良 T 巨しの1 72)28-391 0(巧表） 
〒〇36ぷ086 TEL の1 72)26— 4770(巧表） 
干 020-0823 TEUOl 9)622-4791 (巧表） 
〒020 -0823 TEUOl 9)604-0281 (代表） 
干 023-0002 TELCO 1 97)22-41 55(代表） 

テ 983-003 日1*巨1_(〇22に35-3181(げ表） 
了 983-0035 TE しの 22)783— 1791(け表） 
干 963-8033 TEL (024)938—2240( 巧表） 

〒990-2423 TEL の 23) 目 42— 3255(巧表） 
で 998-0103 TEL の 234)3 1 — 0571(巧表） 


東京都北区畳 *8-4-8 〒11 4-0003 

東を都化区豊島 8-4-8 -11 40003 

束京都化区涅島 8-4-8 千り 4-0003 

なり I 巧高化の1 -22-3 千1 90-0011 

化戸市高塚新旧 95- 5 〒 270- 2222 

おお巿戸巧区原垣 4 T 目 7-1 3 〒245-0063 

山梨県中巨摩釉昭和の西お2491 -2 デ 409-3866 
さいたま巧化区宮居町1 -674-2 . 〒331 -08 12 

さいたま巧化区夏原町1 -674-2 テ331 -08 12 

富晒巧問屋の西1 -3-22 デ 370-0007 

宇都宮巧染瀬の2313 〒3210933 

太坦市富が索の237日 テ 373-0825 

か戸巧巧原の653-2 t 310-0852 

つくば巿谷巧却 6788- 19 〒 305-0861 


TE し(03)39 27 — 11 已1 く巧表） 
下巨 L わ3 3911 — 1131如表ミ 
TEL (03)3927-11 52如表） 
TEL (042)519-5271 (巧表） 
TEL か 47)312-8330( 巧表ミ 
TEU 0 化) 852-4008( 代表） 
TEU 055 に 68- 1567的表ミ 
TEL (048 651-1722(^^) 
T 巨し (048)65 1 -1231 ミ代表） 
TEL (027)361 —4806 《巧表) 
TEL ミ 028)632-5 105(巧表5 
T 巨 L り 276)38— 6571巧表） 
TEL か 2 9) さ 4 1 — 2 1 72 mm ) 
TEU 029)839-5325( 代表^ 


FAX (017)742-8275 
FAX (017)743- 1118 
FAX (018)864-8468 
FAX の 1 の 8 目 4—57 目 0 
FAX の 178)45-4290 
FAX の 178)71—1 344 
FAX の 172)28-01 91 
FAX (0172^9-1133 
FAX (019)622-5244 
FAX の 19)604—0283 
FAX (0197)22-4452 

FAX の 22 に 36—8810 
FAX の 22)783-1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX (0234)31-0581 

FAX (03)3927-1160 
FAX か 3)3927-1130 
FAX (03 3927-1160 
FAX (042)528-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX り 45)8 已 2—5540 
FAX り 55)268-1569 
FAX か 4 如 51-6370 
FAX (048)651-6370 
FAX ミ 027)36 卜 9139 
FAX か 2 如 32—520 日 
FAX り 276)38 —己508 
FAX (029)241-4268 
FAX わ2が 836- 1913 


巧 爲玄店 
S 架サービスたンター 
巧爲東営叢巧 
長お尝業巧 
化本営業所 

を おる 巧 

を沢サービスたンター 
夏山営業巧 
福抖尝業巧 

谷ち屋支店 
ちち匡サービスたンター 
辟岡営業所 
踩岡サービスじンター 
胁貴営棠巧 
津 営業所 

沼津営策巧 

大 版 を 店 
大阪サービスじンター 
高松営第戸斤 
京部當第巧 
巧戸営棠巧 
度恨営第巧 
福が山営業所 

広 島る 店 

広島サービスじンター 
岡山営業所 
米子営業所 
徳山営業所 

福 岡 支店 

福岡サービスじンター 
化九か1，1営業所 
鹿巧島営業巧 
熊本営業所 
長崎営業所 
客崎営業所 
大が當業所 


S を巧か浏 3-2-1 5 〒化5,0864 

兰を巧な別 3 - 2 -巧 ^955-0864 

新漏巧束区江南1 -6-41 Z §50-0855 

長お巧大豆島 531 2 ：：38 V 0022 

松、本巿谊質大スお原7852 T 399-0033 

お只币明西がの 1-1-25 干920 00ミ7 

金お巧が西新町 1-1-25 〒 920-0027 

富山巿巧中の2-3-15 デ 930-0985 

福な巧和田束1 -607 干91 8- 8237 

ちろ屋巿棘旧区が田町 16-1 1 干 456-0004 

ち古屋巧兢苗区お旧町 16 -1 1 1う雖 —2 鸿づ 

請岡市聪巧区富お 2-15-30 て躬餐-觀讀 

蘇岡巧駿巧区高松 2 -1 5-30 Z 422-8034 

暇章巿六を南 2 - 7 - 8 

津巧高茶屋 3 - 29 - 3 8 づ] 4-0819 

沼津巿西巧お 888- 1 T 41 0-0303 

吹巧巧巧盡田1 -8-47 デ5目 4-0044 

が旧而寿を西1-8,47 〒が 4-0044 

高秘巧今里の 1-8-5 〒760-0078 

京都巧状見区巧旧巧ノ川原の 70- 1 で61 2-8414 

巧口巧西区ほ吉日-132 〒651-2133 

彥根市圧る寺の南ボ78 〒 522-0024 

福が山巧淸巧東町目8 _ =f 620-0061 

に S 巿巧化南区巧園 3-27-20 干 731-01 38 

広島巿贵巧南区巧園 3-27-20 テ731 -01 38 

巧山巧辰63日-103 〒700 0976 

米子巧§ス美面235-1 〒683-0035 

闻南巧徳山きーノ巧手が 31- 4 テ74日-0882 

福岡巿博多区東は馬 2-2-40 〒81 2-0007 

福岡巿腰を区東は惡 2 - 2 - 4 〇 iSIl'SSSZ 

化れが‘怖か着:!ヒ区愛客 2-6-4 1803-0828 

鹿巧畳巧旧上 7 -1 6 -5 1890-0034 

能本巿尾ノ上 1-11-12 

長崎県西彼件郡時津 BJ 左底郷おお 74 -1^851-2106 
客崎巧器島3-己 9-2 テ g 熙 - g ? 蘇 

大が巧兰化1 - 1 9-7 千 870-0108 


TEL (0256)32-2126 くげ表） 
TEL (0256)32-2129 ^で表） 
TEL (025)286-913 lta 
TeU 026)221-5111 巧表 
TEL か 263)26-0051 献表ミ 

TEL の 76)260-0567( げ表） 
TEU 076 ド60-003お巧表） 
TEL 076)444-0567(«^) 
TEU 0776 に 3-0567 {代を） 

T 巨 1_の52)746-6600 く巧表） 
TE しの 52 い 46 - 66 〇 3 姑表^ 
TEL か 54)238-0005 が表う 
TEL (054)238-0016( 巧表） 
TEL (05 が268—巧已5如表） 
TEL (059)234-8471 くげ表ろ 
TE し (0 己 5)9 目8—6210如ザ表） 

TEL の 6)6380— 211バ巧表） 
TEL (06)6386 - 5目70如表 
TeL (087)835 -1711 くげを5 
TEL く 075)643-2002 ミげ表) 
TEL ミ07が922—2431が表） 
TEL か 749)24-6239 的表) 
了£しゎ773に2-0827か^表^ 


TE し (082)871 -331 0(が表） 
TEL (082)871-3315( jt ^) 
TeU 086 に 43-775 パげ表） 
TEL く 0859)33-81 曰7打で表 
下巨 L わ 834)22 —5567(巧表ミ 

TEL (092： 

TEL ミ092; 

TEL ミ093 
TEL (099 
TEL (096, 

TEU 095: 

TEL く 098 
TEL (097 


FAX (0256)35-8519 
FAX ミ 02 日 6)32—2137 
FAX か 25)286-3313 
1= AX の 26 た 21-0039 
FAX わ 263 に 5—9961 

FAX (076)260"0775 
FAX か76た 60-0738 
FAX (076)444-0611 
FAX の 776)23— 0580 

FAX (052)884-6551 
FAX り目 2) 日 84-6554 
FAX 如か 38— 0006 
FAX り目4た 38— 0822 
FAX ミ 058)268-7550 
FAX か的た 34-8472 
FAX か5が 968— 6212 

FAX (06)6386-7262 
FAX わが638目-5588 
FAX く 087)83 日-0160 
FAX り7が643-0870 
FAX り 78)922— 2438 
FAX り 749)26— 2り6 
FAX わ773た 3-7592 

FAX (082)871-3306 
FAX (082)871-0272 
FAX (086)243"7191 
FAX (0859)23-0709 
FAX わ 834 た 2-5589 

092)474-5775 
092)474-6414 
093)592-8666 
099)281-1252 
096)369-6323 
0955882 —7767 
0985)25-0685 
097)523-5162 


東化地区 

関東地区 

信越- 
北陸地区 

東海地区 

近畿- 
四国地区 

中国地区 
九州地区 


FAX (011)863-31 54 
FAX (0 11 )871-2000 
FAX (0138)48-6080 
FAX か16の 37— 2338 
FAX (0155)35-7510 
FAX (0154)24-0451 
FAX の 157 に 6 —2107 


デ003 -0028 
で003ぶ873 
デ 04 V 0824 
で 078-8261 
干080-0048 
千 085-0038 
て090 -0064 


TEUOl 1)864-0440 リザ表) 
TEL (0 り) 879-2 12バ巧表) 
TEL わ13の 48— 6070が表) 
TEL ミ0166 )37-2330 むで表5 
TEL ミ01 55)35- 7日18ミ巧表) 
TEL ミ01 54)24-4191 (巧表ミ 
TElJO 1 57)26-21 03如表5 


北海道地区 


沖縄地区 


巧巧営業巧宜哲逕巧ぎ地ミ白739 

シーサイドバーク102 


=r 90 1-2227 TEL の 98)897 -已677(巧表 ） FAX の 98)897-5679 


)474— 5771(巧表） 
)474-6001 
)592-861 パげ表） 
281 -132 パげ表） 
367-7361 如表 
882-77 10ミ憾 5 

5に 9- 1680(巧表） 
)523 —5161(げ表ミ 


01107002 本が：.エ榻兰宗市東新お 7-7 〒955-8510 TEL {0256)32— 2111(大巧表) 

巧崎工場柏崎巧宝 9 J 2 -日8 于 945-0817 T 巨し (0257)23— 5175(巧表） 

長飼工場長岡巧下をの詹ノ浦1069甲 940-1146 TE しの 258)22 —2121(巧表） 


株おな 3 SV "#- 


修理サービスや製品についでのご相談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のご相談窓□にごの頼くださし、。 

ご輯居やご嬉資品などでお画りの場台は、下記のお近くの窓□にご相談く 
ださい。 

ち称、所在地、電話番号は、変更する場含か‘ありまずのでご3承ください。 


参アフターサービスのお問い含ねせは下記へど弓ぞ 

つ□ナサービス七 V ター 

ゴ 携帯雷話 .PHS 等か S は 

20-91 白-302 最 まのサービスセンター 
た ぶ (憶理夏が専用ダイヤル）へ直接おかけください。 

FAX 01 20-919-3 百2 _ 

化巧道.青森県.巧田県，岩手県のお客樣は虽寄のサービス 
センターへ直接おかけください。 


お客様ご相談窓口一覧表 


店-巧巧巧巧所 
夕 

;、一黄業業業黑 
る它 

営営営営営 


晓一 

サ館川に掛忌 
幌 

化化函旭帯訓化 


205WA0714 - 0 1 2 3® 





